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（4） 後イヽヱ爰
こゝ
へ下さりまし三沢さんのお酌
しやく
にはこりました三ホンニ此ぢうはよくのみ
なんしたの（『甲駅新話』：洒落本大成編集委員会編『洒落本大成 6』1979中央公論社）
その後，副詞として近世を通じて幅広く用いられたが，近世末の滑稽本や人情本には，次
のように肯定的な応答詞的用法の例が多くみられるようになる。近世後期には次第に抽象
化・固定化が進み，近代初期に衰退傾向に転じたとみられる。
（5） 「此おばさんは馬
ば
鹿
か
なことばつかりいふは。ホンニ 〳 〵、いつも若
わか
い元
げん
氣
き
だ（『浮世風
呂』：中村通夫校注『浮世風呂』日本古典文学大系 1957岩波書店）
その一方で，特に江戸語・東京語においては近世末から近代初期にかけて「ほんに」に代
わり「ほんとうに」の使用・用法が拡大した。
（6） 米「マア丹
たん
さん、ともかくも今
こん
度
ど
のことは私
わちき
がわるいヨ。ふつとした言
いひ
がゝりで、
おまへにも腹
はら
をたゝして実
ほん
正
とう
にわるかつたヨ。（『春色辰巳園』：中村幸彦校注『春色
梅兒誉美』日本古典文学大系 1962岩波書店 )
この過程で，「ほん」の連体修飾形である「ほんの」に目を移すと，その多くが，（近松等
でみられた「ほんの母様」のようなものではなく）連体詞化していた。
（7） 私
わたくし
どものうたふは本
ほん
の真
ま
似
ね
方
かた
ばかり。（『浮世床』：神保五彌校注『洒落本滑稽本人
情本』日本古典文学全集 1971小学館）
つまり，特に江戸・東京語における「ほんに」衰退の背景には〔述語用法の喪失→連用修
飾「ほんに」と連体修飾「ほんの」との併存→それぞれの固定化・抽象化→一部を残して衰
退傾向〕という「ほん」全体での変遷過程があり，単に副詞としてのみの衰退ではなかった。
「ほんとう」類はそれに連動し，名詞・形容動詞用法から徐々に，「ほんに」が辿ったのと同
じような過程で拡大したと考えられる。
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